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	　五 管 区 水 路 通 報 第 ３４ 号
	837項-855項

	第 837項　本州南岸　　　　　　　田辺港南方　　　　　　　　　　救難訓練
	第 838項　和歌山下津港　　　　　外港　　　　　　　　　　　　　レガッタレース
	第 839項　阪神港　　　　　　　　堺泉北区、浜寺航路及び付近　　掘下げ作業
	第 840項　阪神港　　　　　　　　尼崎西宮芦屋区、第２区　　　　ヨット練習会
	第 841項　阪神港　　　　　　　　尼崎西宮芦屋区、第２区　　　　ヨット練習会
	第 842項　阪神港　　　　　　　　神戸区、第４区　　　　　　　　曳航訓練等
	第 843項　淡路島　　　　　　　　浦港南方　　　　　　　　　　　防波堤完成等
	第 844項　東播磨港及び付近　　　　　　　　　　　　　　　　　　養殖施設設置
	第 845項　東播磨港　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潜水訓練
	第 846項　東播磨港　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　捨石存在
	第 847項　姫路港　　　　　　　　東区、第２区　　　　　　　　　海上行事
	第 848項　姫路港　　　　　　　　網干区、第１区　　　　　　　　水路測量
	第 849項　姫路港西方　　　　　　伊津湾付近　　　　　　　　　　養殖施設設置
	第 850項　姫路港西方　　　　　　伊津湾付近　　　　　　　　　　養殖施設設置
	第 851項　姫路港西方　　　　　　伊津湾南東方　　　　　　　　　養殖施設設置
	第 852項　紀伊水道　　　　　　　今切港　　　　　　　　　　　　養殖施設設置
	第 853項　徳島小松島港　　　　　徳島区、第１区　　　　　　　　養殖施設設置
	第 854項　徳島小松島港　　　　　小松島区、第３区　　　　　　　救難訓練
	第 855項　徳島小松島港南東方　　　　　　　　　　　　　　　　　水路測量
	※五管区水路通報に関するお問合せはこちらまで 　　 〒６５０-８５５１　神戸市中央区波止場町１－１ 　　 第五管区海上保安本部海洋情報部監理課情報係 　　 ＴＥＬ：０７８-３９１-６６５１（内線２５１５、２５１６） 　　 ＦＡＸ：０７８-３３２-６３０７（自動受信）  ※五管区水路通報提供サービス 　　ＦＡＸ： ０７８-３３２-６３０７・・・・・最新号（ポーリング受信方式） 　　インターネット： URL　https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN5/tuho/tuho2.htm

	★元年８３７項  本州南岸　－　田辺港南方　　救難訓練
	瀬戸埼東南東方において、和歌山県防災航空隊による救難訓練が実施される。 　期　間　　令和元年9月19日 0930～1200 　区　域　　33-38-57N  135-22-53E 付近 　備　考　　訓練中は警戒船が配備される 　海　図　　Ｗ７７（ＪＰ共） 　出　所　　田辺海上保安部

	★元年８３８項  和歌山下津港　－　外港　　レガッタレース
	和歌浦湾において、レガッタレース(40艇)が実施される。 　期　間　　令和元年9月22日、10月4日、5日 0900～1700 　区　域　　下記9地点により囲まれる区域 　　　　　　　　　　(1)  34-10-36N  135-10-19E 　　　　　　　　　　(2)  34-09-51N  135-10-38E 　　　　　　　　　　(3)  34-09-38N  135-10-38E 　　　　　　　　　　(4)  34-09-38N  135-10-34E 　　　　　　　　　　(5)  34...

	★元年８３９項  阪神港　－　堺泉北区、浜寺航路及び付近　　掘下げ作業
	五管区水路通報元年31号772項削除 　浜寺航路及び付近において、掘下げ作業が実施されている。 　期　間　　令和元年10月10日まで（予備日11日～20日）日出～日没 　区　域　　下記6地点により囲まれる区域                   (1)  34-33-21N  135-22-16E                    (2)  34-33-21N  135-22-31E                    (3)  34-33-14N  135-22-48E         ...

	★元年８４０項  阪神港　－　尼崎西宮芦屋区、第２区　　ヨット練習会
	西宮浜北西方において、ヨット(最大22艇)による練習会が実施される。 　期　間　　令和元年9月21日～23日 1000～日没 　区　域　　34-43-22N  135-19-35Eを中心とする半径200mの円内区域 　備　考　　上記区域内に浮標が4基設置される 　　　　　　練習中は警戒船が配備される 　海　図　　Ｗ１１０７（ＪＰ共） 　出　所　　阪神港長

	★元年８４１項  阪神港　－　尼崎西宮芦屋区、第２区　　ヨット練習会
	西宮防波堤北方において、クルーザーヨット(最大6艇)によるヨット練習会が実施されている。 　期　間　　令和元年10月31日まで 日出～日没 　区　域    34-41-35N  135-19-25Eを中心とする半径1,200mの円内区域 　備　考　　上記区域内にコースを示す浮標が2基又は3基設置される 　海　図　　Ｗ１１０７(ＪＰ共)－Ｗ１１０３(ＪＰ共) 　出　所　　阪神港長

	★元年８４２項  阪神港　－　神戸区、第４区　　曳航訓練等
	和田岬南西方において、巡視艇による曳航訓練及びもやい銃発射訓練が実施されている。 　期　間　　令和元年11月30日までのうち4日間 0900～1700 　区　域    下記4地点により囲まれる区域 　　　　　　　　　(1)  34-38-00N  135-09-00E  　　　　　　　　　(2)  34-38-00N  135-10-00E  　　　　　　　　　(3)  34-37-11N  135-10-00E  　　　　　　　　　(4)  34-37-40N  135-09-00E  　備　...

	★元年８４３項  淡路島　－　浦港南方　　防波堤完成等
	仮屋漁港において、防波堤が完成及び延長した。 　位　置　　１、防波堤延長 　　　　　　　　下記2地点を結ぶ線上(幅3.8m) 　　　　　　　　　(1)  34-31-27.5N  134-59-39.2E（既設防波堤上）                    (2)  34-31-26.1N  134-59-38.8E 　　　　　　２、防波堤完成 　　　　　　　　下記2地点を結ぶ線上(幅3.3m) 　　　　　　　　　(3)  34-31-25.2N  134-59-37.3E（岸線角上）    ...

	★元年８４４項  東播磨港及び付近　　養殖施設設置
	東播磨港及び付近において、海苔養殖施設及び区域を示す黄色灯付浮標が設置される。 　期　間　　令和元年9月9日～令和2年5月10日 　区　域　　下記4地点付近                    (1)  34-40.5N  134-51.0E                     (2)  34-42.0N  134-49.0E                     (3)  34-43.0N  134-46.5E                     (4)  34-43.5N  13...

	★元年８４５項  東播磨港　　潜水訓練
	二見公共ふ頭西側前面において、加古川市消防本部による潜水訓練が実施される。 　期　間　　令和元年9月10日、25日（予備日12日、27日）0930～1230 　区　域    34-42-08N  134-51-51E 付近 　備　考　　訓練中は国際信号旗「Ａ」旗を掲揚し、警戒船が配備される 　海　図　　Ｗ１０７(ＪＰ共) 　出　所　　東播磨港長

	★元年８４６項  東播磨港　　捨石存在
	加古川河口付近において、捨石が存在する。 　区　域　　下記2地点を結ぶ線上（幅約12m）                   (1)  34-43-53.4N  134-48-03.1E                    (2)  34-43-52.4N  134-48-05.7E  　海　図　　Ｗ１０７（ＪＰ共） 　出　所　　五本部海洋情報部

	★元年８４７項  姫路港　－　東区、第２区　　海上行事
	妻鹿漁港東方において、スタンドアップパドルボード(約80艇)によるレースが実施される。 　期　間　　令和元年9月8日 0800～1200 　区　域    下記3地点を結ぶ線および陸岸により囲まれる海域 　　　　　　　　　(1)  34-46-31N  134-42-55E（岸線上） 　　　　　　　　　(2)  34-46-03N  134-42-55E 　　　　　　　　　(3)  34-46-21N  134-42-13E（妻鹿漁港東防波堤灯台） 　備　考　　レース中は警戒船が配備される 　海　...

	★元年８４８項  姫路港　－　網干区、第１区　　水路測量
	日本触媒桟橋前面において、水路測量が実施される。 　期　間　　令和元年9月9日～30日のうち2日間　　 　区　域　　下記8地点を結ぶ線により囲まれる区域 　　　　　　　　　(1)  34-46-02N  134-35-06E                    (2)  34-46-05N  134-35-09E                    (3)  34-46-05N  134-35-13E                    (4)  34-46-03N  134-35-17E...

	★元年８４９項  姫路港西方　－　伊津湾付近　　養殖施設設置
	伊津湾付近において、海苔養殖施設及び区域を示す黄色灯付浮標が設置される。 　期　間　　令和元年9月17日～12月31日 　区　域　　34-45-53N  134-33-26E 付近 　備　考　　作業船による灯付浮標の設置作業が9月17日～10月31日の間実施される 　海　図　　Ｗ１１１３ 　出　所　　姫路海上保安部

	★元年８５０項  姫路港西方　－　伊津湾付近　　養殖施設設置
	伊津湾付近において、かき養殖施設及び区域を示す黄色灯付浮標が設置される。 　期　間　　令和元年9月7日～令和2年6月30日 　区　域　　34-45-54N  134-32-53E 付近 　備　考　　作業船による灯付浮標の設置作業が9月7日～10月31日の間実施される 　海　図　　Ｗ１１１３ 　出　所　　姫路海上保安部

	★元年８５１項  姫路港西方　－　伊津湾南東方　　養殖施設設置
	伊津湾南東方において、海苔養殖施設及び区域を示す黄色灯付浮標が設置される。 　期　間　　令和元年9月17日～令和2年4月30日 　区　域　　下記の4地点により囲まれる区域 　　　　　　　　　　(1)  34-44.8N  134-32.1E                      (2)  34-44.9N  134-33.7E                      (3)  34-44.2N  134-33.8E                      (4)  34-44.1N  1...

	★元年８５２項  紀伊水道　－　今切港　　養殖施設設置
	今切川において、海苔養殖施設及び区域を示す黄色灯付浮標が設置される。 　期　間　　令和元年9月15日～令和2年5月31日 　区　域　　下記5地点付近                    (1)  34-07-42N  134-34-17E                     (2)  34-07-46N  134-34-30E                     (3)  34-07-35N  134-35-07E                     (4)  34-07-13N ...

	★元年８５３項  徳島小松島港　－　徳島区、第１区　　養殖施設設置
	東沖洲付近において、海苔養殖施設及び黄色灯付浮標が設置される。 　期　間　　令和元年9月20日～令和2年4月30日 　区　域    34-03-33N  134-35-31E 付近 　備　考　　作業船による灯付浮標の設置作業が9月20日～10月5日の間、 　　　　　　撤去作業が4月21日～30日の間に実施される 　海　図　　Ｗ１１２６ 　出　所　　徳島小松島港長

	★元年８５４項  徳島小松島港　－　小松島区、第３区　　救難訓練
	小松島区において、自衛隊航空機による救難訓練が実施される。 　期　間　　令和元年9月18日（予備日19日）0800～1800までのうち4時間 　区　域　　下記4地点により囲まれる区域                   (1)  34-00-06N  134-37-32E                    (2)  34-00-09N  134-37-38E                    (3)  34-00-05N  134-37-46E                    (4...

	★元年８５５項  徳島小松島港南東方　　水路測量
	徳島小松島港南東方の那賀川河口付近において、水路測量が実施される。 　期　間　　令和元年9月9日～11月16日のうち3日間　　 　区　域　　33-56.9N  134-41.6E 付近   備　考　　測量船は白紅白のえん尾旗を掲揚 　海　図　　Ｗ１５０Ｃ（ＪＰ共） 　出　所　　五本部海洋情報部


